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事後評価

社会資本総合整備計画

県土整備部道路維持課
令和６年2月

社会インフラが災害に強く、
安全に利用できる岐阜県づくり（防災・安全）

2

岐阜県
道路維持課交付金制度の概要

○国土交通省所管の交付金制度は、平成２２年度に社会資本整備総合交付金が
創設されたことに始まり、平成２４年度に新たに防災・安全交付金が追加された。

○本計画は、防災・安全交付金を活用して事業を推進している。

→本計画の該当する交付金

平成２４年度以降平成２２～２３年度平成２１年度まで

＜各交付金の概要＞
○社会資本整備総合交付金：創意工夫を生かせる総合的な交付金
○防災・安全交付金：地域住民の命と暮らしを守る老朽化対策や、事前防災・減災対策、

地域における生活空間の安全確保を集中的に支援する交付金
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岐阜県
道路維持課社会資本総合整備計画の事業評価

○社会資本総合整備計画は、計画期間の終了後に計画の達成状況等の事後評価
を実施する。

○事後評価では、事業の進捗状況、事業効果の発現状況、成果目標の実現状況、
今後の方針を評価する。

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 の 策 定

防 災 ・ 安 全 交 付 金 の 交 付

事 業 実 施

事 後 評 価

3

4

岐阜県
道路維持課計画の概要

社会インフラが災害に強く、安全に利用できる岐阜県づくり（防災・安全）

■計画名

平成２９年度 ～ 令和３年度 （５年間）

■計画の期間

南海トラフの巨大地震や内陸型直下地震の発生や、社会インフラの高齢化や道路利用環
境の変化による事故等の発生が懸念されることから、総合的な社会インフラの再構築を進め
るため、事前防災・減災対策のほか、併せて施設の高齢化対策、交通事故対策等を効果的
に組み合わせた総合的な対策を進め、県民が安全で、安心して暮らせる地域づくりを進める。

■計画の目標

防災・減災、安全に資する道路整備事業
落石対策、道路陥没対策（亜炭鉱廃坑）、歩道整備、
改築事業、維持修繕、雪寒事業 など

■計画の対象

○本計画は、道路における落石対策や歩道整備などの総合的な対策により、県民が
安全・安心して暮らせる地域づくりを実現する計画である。
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岐阜県
道路維持課計画の成果目標（定量的指標）

１ 県管理道路における緊急輸送道路ネットワーク上の斜面の落石対策を推進し、
令和５年度までに対策を完了する。

＜目標＞ 平成２９年度当初 ２５％ → 令和３年度末 ９６％

２ 県管理道路における緊急輸送道路ネットワーク上の亜炭鉱廃坑の崩落を防ぐ
路面対策を推進し、平成３０年度までに対策を完了する。

＜目標＞ 平成２９年度当初 ８５％ → 平成３０年度末 １００％

３ 県管理道路の死傷事故を約1割削減する。

＜目標＞ 平成２８年度事故件数 ２，５５０件 → 令和３年度末 ２，３００件

○本計画では、落石対策、道路陥没対策および交通安全対策に関する３つの成果
目標を設定している。

■成果目標１

■成果目標２

■成果目標３

6

岐阜県
道路維持課事業の進捗状況

事業数
１６９

完了事業
５１

継続事業（計画期間内未完了）
１１８

■進捗状況

○１６９事業のうち、５１事業が完了し、１１８事業が未完了である。
○未完了事業については、完成に向けて、引き続き事業を継続していく。

■概要計画

計画名 計画内容

事業数 事業費

社会インフラが災害に強く、安全に利用できる
岐阜県づくり（防災・安全）

１６９事業 83,980百万円
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長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市

中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19
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岐阜県
道路維持課事業の実施状況（事例１）

（国）４１７号 揖斐工区

○事業概要：落石対策
○施工箇所：揖斐川町東横山地内
○全体延長：約３０m
○総事業費：約３２百万円
○着 手：令和２年度
○完 成：令和３年度

施工前

施工箇所

施工後

至 福井県

＜事業効果＞
落石の危険がある区間に落石防護網を設置し、通行車両の安全を確保した。

施工箇所

303

至 滋賀県

至 大垣市

303

417

揖斐川町

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市

中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19
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岐阜県
道路維持課事業の実施状況（事例２）

（主）多治見白川線 古屋敷工区

○事業概要：道路陥没対策
○施工箇所：御嵩町古屋敷地内
○全体延長：約１．８ｋｍ
○総事業費：約２，０００百万円
○着 手：平成25年度
○完 成：令和元年度

施工前（道路下の空洞状況）

対策図

＜事業効果＞
道路陥没の危険がある区間に陥没対策を実施し、通行車両の安全を確保した。

施工箇所

御嵩町

21

可児市

八百津町

美濃可茂市
施工箇所

可児御嵩IC

空洞に充填材を注入
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岐阜県
道路維持課事業の実施状況（事例３）

（一）牧田室原線 大坪工区

○事業概要：歩道整備
○施工箇所：養老町大坪地内
○全体延長：約２００m
○総事業費：約７０百万円
○着 手：平成30年度
○完 成：令和２年度

施工前

施工箇所

施工後

至 福井県

＜事業効果＞
前後に歩道がある未整備区間を整備し、歩道の連続性及び歩行者の安全を確保した。

施工箇所

至 滋賀県

至 大垣市

養老町

大垣市

養老SA

養老JCT
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岐阜県
道路維持課計画の成果目標（定量的指標）の実現状況

指標
現況値
（H２８末）

目標値
（R３末）

実績値
（R３末）

達成状況

緊急輸送道路上の
落石危険箇所対策

２５％

対策済 １００箇所
要対策 ４００箇所

９６％

対策済 ３８４箇所
要対策 ４００箇所

７３％

対策済 ２９０箇所
要対策 ４００箇所

未達成

▲９４箇所

緊急輸送道路上の
亜炭鉱廃坑の
道路陥没対策

８５％

対策済 １，５３０ｍ
要対策 １，７９０ｍ

１００％

対策済 １，７９０ｍ
要対策 １，７９０ｍ

１００％

対策済 １，７９０ｍ
要対策 １，７９０ｍ

達成

死傷事故件数の
１割削減

２，５５０件 ２，３００件 １，１１８件 達成

■成果指標の達成状況

＜達成状況＞
○落石危険箇所対策は、大規模豪雨災害（H30､R2､R3）等により緊急的に対応が必要な

箇所が多く生じたことから、計画に遅れが生じ目標値が未達成になったと考えられる。
○道路陥没対策および事故件数については、目標値を達成することができた。

○３つの成果目標のうち、道路陥没対策と死傷事故件数の２つの成果目標を達成。
○落石対策については、１９０箇所の対策を実施したものの、達成には至っていない。
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岐阜県
道路維持課今後の方針（案）

■今後の方針

■成果指標の事業の効果発現

■成果指標以外の事業の効果発現

緊急輸送道路の機能を確保するため、落石や道路陥没による大規模な通行止
めなどの甚大な被害を防止する対策を講じ、道路の強靭化を推進した。
また、歩道整備や防護柵設置などの交通安全対策の実施により、歩行者の安

全確保を推進するとともに、交通事故の削減を図ることができた。

本県では、膨大な道路施設を管理しており、施設で老朽化が進む中、定期的
な点検に基づく、計画的な舗装補修やトンネル修繕などの実施により、県民が
安全で安心して暮らせる地域づくりの向上に寄与することができた。

引き続き、新たな社会資本総合整備計画において事業を継続し、県民が安全
で安心して暮らせる地域づくりを推進していく。
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1

社会資本総合整備計画評価

県土整備部道路維持課
令和６年2月

県民の暮らしの安全・安心を確保するため総合的な老朽
化対策及び地震等の災害に備えるための事前防災・減災

対策の推進（道路分野）（防災・安全）

2

岐阜県
道路維持課交付金制度の変遷について

○国土交通省所管の交付金制度は、平成２２年度に社会資本整備総合交付金が
創設されたことに始まり、平成２４年度に新たに防災・安全交付金が追加された。

○本計画は、防災・安全交付金を活用して事業を推進している。

→本計画の該当する交付金

平成２４年度以降平成２２～２３年度平成２１年度まで

＜各交付金の概要＞
○社会資本整備総合交付金：創意工夫を生かせる総合的な交付金
○防災・安全交付金：地域住民の命と暮らしを守る老朽化対策や、事前防災・減災対策、

地域における生活空間の安全確保を集中的に支援する交付金
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岐阜県
道路維持課社会資本総合整備計画の事業評価

○社会資本総合整備計画は、計画期間の終了後に計画の達成状況等の事後評価
を実施する。

○事後評価では、事業の進捗状況、事業効果の発現状況、成果目標の実現状況、
今後の方針を評価する。

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 の 策 定

防 災 ・ 安 全 交 付 金 の 交 付

事 業 実 施

事 後 評 価

3

4

岐阜県
道路維持課本計画の概要

県民の安全・安心を確保するため総合的な老朽化対策及び地震等の災害に備えるための事
前防災・減災対策の推進（道路分野）（防災・安全）

■計画名

平成３０年度 ～ 令和４年度 （５年間）

■計画の期間

老朽化した社会インフラの維持管理を計画的・戦略的に取り組むため、定期点検・診断、修
繕・更新など、長寿命化計画を踏まえた道路施設に係る老朽化対策を重点的に進める。
また、南海トラフの巨大地震や内陸型直下地震などの広域災害に備えるため、緊急輸送道路
ネットワーク等の重点整備箇所における橋りょうの耐震対策を重点的に進める。

■計画の目標

法令点検に基づく修繕計画の更新、橋りょう、トンネル、横断歩道橋、洞門、門型標識の修繕
及び橋りょうの耐震対策

■計画の対象

本計画は、法定点検に基づく修繕計画の更新、橋りょう、トンネル、横断歩道橋、洞
門、門型標識の修繕及び橋りょうの耐震対策を進め、道路施設の老朽化や地震災
害に備え県民の暮らしの安全・安心を確保する計画である。
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岐阜県
道路維持課道路メンテナンス事業補助制度への移行

○道路施設のメンテナンス事業に集中的な支援を実施する「道路メンテナンス事業
補助制度」が令和２年度に新設されたことから、老朽化対策については、防災安全
交付金制度から当該補助制度へ移行し、実施している。

【防災・安全交付金】
・県民の暮らしの安全・安心を確保する
総合的な老朽化対策及び地震等の災害に
備えるための事前防災・減災対策の推進
（道路分野）（防災・安全）
・社会資本総合整備計画に基づきメンテナ
ンス事業を実施

平成３０年度～令和元年度

＜道路メンテナンス事業補助の概要＞

【道路メンテナンス事業補助】
・道路法で点検を義務付けられた施設
についてメンテナンス事業を集中的
に支援
・長寿命化修繕計画（個別施設計画）
に基づきメンテナンス事業を実施

令和２年度～

一部制度の移行

橋梁、トンネル、道路附属物等（横断歩道橋、シェッド、大型カルバート、門型標識）

■対象構造物

修繕、更新、撤去 ※左記の事業実施に必要な点検、計画の策定及び更新を含む

■対象事業

長寿命化修繕計画（個別施設計画）の策定・公表
橋梁、トンネル、道路附属物の個別施設計画に基づくメンテナンス事業の実施

■事業概要

6

岐阜県
道路維持課事業の進捗状況

事業数
７６

完了事業※

４８

継続事業（計画期間内未完了）
２８

■進捗状況

○７６事業のうち、４８事業が完了し、２８事業が未完了である。
○未完了事業については、メンテナンス事業補助を活用し、引き続き事業を継続して

いく。

■概要計画

計画名 計画内容

事業数 事業費

県民の暮らしの安全・安心を確保するため総
合的な老朽化対策及び地震等の災害に備え
るための事前防災・減災対策の推進（道路分
野）（防災・安全）

７６事業 56,620百万円

※計画期間内における道路メンテナンス事業補助の実績含む
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岐阜県
道路維持課計画の成果目標（定量的指標）

１ 修繕計画等に基づく道路ストックの点検を計画的に進める。

＜目標＞ 平成３０年度当初 ０％ → 令和４年度末 １００％

２ 早期措置段階と診断された道路施設に対し、修繕・更新・撤去の進捗率から算出する。

＜目標＞ 平成３０年度当初 ３２％ → 令和４年度末 １００％

○本計画では、道路施設の点検状況及び道路施設の修繕・更新・撤去に関する２つ
の成果目標を設定している。

○目標の達成状況については、「防災・安全交付金」（H30～R元）と 「道路メンテナン
ス事業補助制度」（R2～R4）で実施したメンテナンス事業の達成状況で評価する。

■成果目標１

■成果目標２

事業の実施状況（道路メンテナンス事業）

8

岐阜県
道路維持課

道路の老朽化対策に関する取り組みの経緯

■H24.12.12 中央道笹子トンネル天井板落下事故

■H25.6 道路法改正：点検基準の法定化、国による修繕等代行制度創設

■H26.3.31 定期点検に関する省令・告示公布：5年に1回、近接目視による点検

■H26.6.25 定期点検要領 通知：円滑な点検の実施のための具体的な点検方法等を提示

■H26.7.1  定期点検に関する省令・告示 施行：5年に1回、近接目視による点検開始

＜点検状況＞

打保神岡停車場線 伊西トンネル王滝加子母付知線 白川橋
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岐阜県
道路維持課事業の実施状況（橋りょう修繕）

（国）２５６号 付知峡大橋
（ツケチキョウオオハシ）

■整備箇所：中津川市付知町
■全体延長：L=0.26ｋｍ
■総事業費：約0.83億円
■事業着手：平成31年度
■完 成：令和 2年度

9

岐阜県橋梁長寿命化計画に基づき、効率的
な維持修繕を実施。

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図

施工前

当工区

施工後

事業個所

（一）越原付知線

（一）王滝加子母付知線

（国）256号

10

岐阜県
道路維持課事業の実施状況（トンネル防災対策事業）

岐阜県トンネル維持修繕計画に基づき、効
率的な維持修繕を実施。

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図

施工前

当工区

施工後

（一）根尾谷汲大野線 板屋トンネル

■整備箇所：本巣市
■全体延長：L=0.8ｋｍ
■総事業費：約0.2億円
■事業着手：平成30年度
■完 成：平成31年度 事業個所

（一）根尾谷汲大野線

本巣市

（剥落対策工）

（国）418号
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岐阜県
道路維持課事業の実施状況（横断歩道橋防災対策事業）

岐阜県横断歩道橋修繕計画に基づき、効率
的な維持修繕を実施。

長野県

滋賀県 中津川市

41

157

156

21
19

158

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市大垣市

岐阜市 美濃加茂市

位 置 図

施工前

当工区

施工後

事業個所

（主）岐阜稲沢線

（主）岐阜稲沢線 東栄歩道橋

■整備箇所：岐阜市
■全体延長：L=0.02ｋｍ
■総事業費：約0.3億円
■事業着手：平成31年度
■完 成：平成31年度

（塗装塗替工、橋面舗装工）

12

岐阜県
道路維持課計画の成果目標（アウトカム指標）の実現状況①

■実現状況

目標 実績

点検の実施率
100％

完了時：5059箇所
100％

実 績：5059箇所

合計

防災・安全交付金 道路メンテナンス事業補助

-42-
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岐阜県
道路維持課計画の成果目標（アウトカム指標）の実現状況②

■実現状況

平成２９年度末 目標 実績

修繕・更新・撤去
32％

着手時：135箇所
100％

完了時：423箇所
95％

実績：402箇所

防災・安全交付金 道路メンテナンス事業補助

135

60 53 51
64

39

402

32%

46%

59%

71%

86%

95%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H29まで H30 H31 R2 R3 R4 合計

進
捗
率

修
繕
施
設
数

※対策未完了施設については、現在対策を進めており、令和６年度中に完了予定。

修正

14

岐阜県
道路維持課まとめ及び今後の方針（案）

◆事業効果

◆定量的指標に関する交付対象事業（メンテナンス事業補助含む）の効果の発現状況
・主要な道路施設の点検を計画的に実施し、施設の劣化状況を早期に把握することで効率

的な修繕を実施することができた。
・早期措置段階と診断された道路施設に対し、計画的に修繕等を実施することで、施設の劣

化による甚大な被害を防止することができた。

◆今後の方針
・県民が安全で安心して暮らせる地域づくりを推進するため、メンテナンス事業補
助を活用し、引き続き計画的に維持管理事業を継続していく。

指標
定量的指標の定義

及び算定式
従前値 目標値 結果 適用

単位
基準
年度

目標
年度

年度

点検
の実施率

％

修繕計画等に基づく主要
な道路施設（橋梁、トンネ
ル、シェッド、横断歩道橋）
の点検状況から算出する。

0％ H29 100％ R4 100% R4 達成

Ⅲ判定施設の修
繕等の進捗率

％

早期措置段階と診断され
た道路施設に対し、修繕・
更新・撤去等の対策を推
進し令和４年度までに対
策を完了する。

32％ H29 100％ R4 95％ R4 未達成
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